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①

あおなみ保育園が完成

② ③

④

⑤ ⑥

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
昨
年
7
月

か
ら
改
築
工
事
を
進
め
て
き
た﹁
あ
お
な

み
保
育
園
﹂(

佐
田
地
係)

が
2
月
末
に
完

成
し
、
3
月
6
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
園
舎
は
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

と
生
活
で
き
る
よ
う
温
も
り
あ
る
木
造

施
設
と
し
、
館
内
に
は
園
児
全
員
が
活

動
で
き
る
﹁
遊
戯
室
﹂(

写
真
④)

や
、

0
歳
児
か
ら
5
歳
児
の
保
育
室(

写
真

②)

、
一
時
保
育
の
で
き
る
﹁
お
ひ
さ
ま

る
ー
む
﹂(

写
真
⑥)

等
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

○ あおなみ保育園内観イメージ図 ○

①

②

③

④
⑤

倉庫

グラウンド

玄関
プール

⑥

　
ま
た
、
各
保
育
室
の
前
室(

写
真
③

⑤)

に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
面
に
配

慮
し
床
暖
房
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
近
年
園
児
等
の
弱
者
が

犠
牲
と
な
る
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
職
員
室
に
監
視
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
、
保
護
者
が
安
心
し
て

子
ど
も
た
ち
を
保
育
所
に
預
け
ら
れ
る

よ
う
不
審
者
対
策
も
講
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
前
園
舎
で
は
対
応
で
き
な

か
っ
た
一
時
保
育
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
環
境
作
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

･･･0歳児室

･･･1歳児室

･･･2歳児室

･･･3歳児室

･･･4歳児室

･･･5歳児室

木の香りが漂う木造施設

･･･遊戯室

･･･職員室

･･･相談室

･･･給食室

･･･トイレ

･･･一時保育室
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【
佳 

作
】

美浜南小　6年
野原 千里

美浜を詠う

短歌コンクール

　「美浜を詠う実行委員会」では、美浜の海や山、湖、空、
人、祭り、名所、名物…など、皆さんの眼に映る美浜を表現し
ていただく「第3回美浜を詠う短歌コンクール」を開催しまし
た。作品は、昨年8月から11月末まで募集し、町内外から665
首のご応募をいただきました。
　厳正なる審査の結果、入選作品が決定し、3月7日に町中央
公民館において表彰式が行われました。
　入選作品は次のとおりです。（敬称略）

【
美
浜
町
長
賞
】

　

オ
レ
ン
ジ
と
黄
色
に
ひ
か
る
学
校
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ど
り
の
ゴ
ー
ヤ
ま
け
ず
に
の
び
た

【
美
浜
町
議
会
議
長
賞
】

　

シ
バ
ザ
ク
ラ
ピ
ン
ク
に
染
ま
る
春
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
く
通
う
菅
浜
の
坂

【
美
浜
町
教
育
委
員
長
賞
】

　

関
峠
越
え
て
眺
め
る
若
狭
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
く
染
ま
り
し
美
浜
の
夕
べ

【
美
浜
町
教
育
長
賞
】

　

耳
川
の
清
き
流
れ
に
春
を
告
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
も
踊
る
若
鮎
の
舞
い

【
美
浜
町
文
化
協
会
長
賞
】

　

晩
秋
の
水
面
に
遊
ぶ
か
も
め
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
ル
持
つ
手
も
ゆ
る
や
か
に
な
る

【
美
浜
を
詠
う
実
行
委
員
会
長
賞
】

　

日
向
橋
綱
を
切
ろ
う
と
寒
い
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
い
し
ょ
よ
い
し
ょ
と
が
ん
ば
る
男

き
れ
い
だ
な
遊
び
の
時
に
ふ
と
気
づ
く
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
夕
や
け
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
野　

綾
華　

（菅
浜
小
4
年
）

カ
ニ
の
い
る
水
そ
う
み
ん
な
で
つ
っつ
く
と
大
き
な
は
さ
み
が
ゆ
っく
り
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
々
木 

里
萌
（鯖
江
市
惜
陰
小
3
年
）

よ
く
見
れ
ば
波
間
に
泳
ぐ
真
鴨
達
オ
ー
ル
の
音
に
あ
わ
せ
て
す
す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

野
原　
　

健 　

（美
浜
中
3
年
）

久
々
子
湖
を
遊
覧
船
で
見
て
い
る
と
鳥
が
ぼ
く
ら
を
見
に
き
て
る
み
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

知
場　

有
紀　

（美
浜
北
小
6
年
）

第３回

一首にこめた、私の思い・・・。

学生の部

く
ぐ
し
こ
は
あ
せ
と
な
み
だ
が
ま
じ
って
る
つ
よ
い
ぞ
み
は
ま
ボ
ー
ト
の
せ
い
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

武
長　

結
奈　

（美
浜
中
1
年
）

い
さ
り
火
が
一
直
線
に
並
ん
で
る
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
天
の
川
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

浜
野　

詩
織　

（美
浜
南
小
6
年
）

菅浜小　5年
中村 正代

美浜中　3年
田邉 四朗太

美浜中　3年
加藤 まなみ

美浜中　2年
野原 雄太

美浜北小　6年
井上 翔
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【
美
浜
町
長
賞
】

　
　

君
と
見
る
美
浜
の
入
り
日
赤
々
と
空
染
め
地
を
染
め
心
染
め
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

明
代
（坂
井
市
）

【
美
浜
町
議
会
議
長
賞
】

　
　

故
郷
を
そ
っく
り
送
って
や
り
た
く
て
へ
し
こ
を
は
じ
め
詰
め
る
品
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
又　

広
美
（敦
賀
市
）

【
美
浜
町
教
育
委
員
長
賞
】

　
　

早
瀬
浦
幸
多
か
れ
と
破
魔
矢
打
つ
吹
雪
の
海
へ
勇
み
消
え
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
﨑　

正
活
（美
浜
町
）

【
美
浜
町
文
化
協
会
長
賞
】

　
　

わ
か
め
干
す
潮
の
香
の
し
て
布
絵
展
渡
辺
弘
子
の
紡
げ
る
早
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林 

都
紀
恵
（鯖
江
市
）

【
美
浜
町
教
育
長
賞
】

　
　

雪
し
ま
く
日
向
の
川
に
男
ら
の
雄
叫
び
響
く
水
中
綱
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

広
子
（敦
賀
市
）

【
美
浜
を
詠
う
実
行
委
員
会
長
賞
】

　
　

語
尾
を
引
く
優
し
き
訛
り
波
の
音
美
浜
の
秋
夜
枕
辺
に
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

基
子　

（徳
島
県
）

く
さ
む
ら
に
石
塔
残
り
陽
の
さ
し
て
関
所
跡
な
り
粟
柄
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
部 

田
鶴
子　

（敦
賀
市
）

　

表
彰
式
の
後
に
は
、
相
田
み
つ
を
美
術
館
館
長

の
相
田
一か

ず
ひ
と人
氏
を
招
き
、「
～
父 

相
田
み
つ
を
の

書
と
言
葉
～
育
て
た
よ
う
に
子
は
育
つ
」
と
題
し

た
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
田
氏
は
、
父
み
つ
を
氏
が
残
し
た
作
品
を

紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
に
こ
め
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

【
佳 

作
】

凪
ぎ
わ
た
る
湖う

み

べ辺
に
一
つ
蜆
漁
の
舟
浮
か
び
い
て
暮
れ
初
め
む
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

節
子　
　

（敦
賀
市
）

三
方
湖
に
か
わ
ら
け
投
げ
て
吾
子
の
幸
祈
れ
ば
古
代
の
鐘
の
音
響
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
野　

一
代　
　

（兵
庫
県
）

春
告
げ
て
わ
か
め
の
香
り
漁
師
場
に
洗
た
く
物
の
よ
う
に
干
さ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田 

美
智
子　

（美
浜
町
）

冬
の
海
光
輝
く
白
波
に
神
々
渡
る
丹
生
の
渟ぬ

た田
の
門と　

  

加
藤　

茂　
　
　

（美
浜
町
）

ボ
ー
ト
こ
ぐ
若
者
の
声
こ
だ
ま
し
て
久
々
子
湖
の
夏
さ
わ
や
か
な
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

昭
二　
　

（美
浜
町
）

美
浜
路
に
住
人
の
ご
と
く
ゆ
った
り
と
道
を
過
ぎ
れ
る
猿
を
見
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木 

邦
子　

（鯖
江
市
）

首
筋
に
日
焼
け
の
あ
と
を
濃
く
つ
け
て
漁
終
え
し
甥
の
笑
顔
た
く
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
山 

喜
美
子
（敦
賀
市
）

屏
風
滝
飛
沫
に
消
ゆ
る
蝉
の
声
流
れ
涼
し
き
心
洗
わ
る 

髙
木　

勝
美　
　

（美
浜
町
）

関
峠
下
れ
ば
佐
田
に
美う

ま

し
海
東
京
よ
り
の
客
を
唸
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
奈　

善
美　
　

（小
浜
市
）

水
無
月
に
神
輿
を
担
ぐ
若
人
の
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
嶽
山
揺
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木 

完
裕　

（美
浜
町
）

抱
か
れ
て
赤
ち
ゃ
ん
力
士
の
土
俵
入
り
化
粧
ま
わ
し
が
み
な
泣
き
出
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
野　

信
江　
　

（美
浜
町
）

一般の部
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区　分 住民基本台帳人口 歳出額(A) 人件費(B) 人件費率(B/A) 18年度(参考)

19年度 11,040人 7,107,921千円 1,467,659千円 20.6％ 18.6％

区　分 職員数(A)
給　　与　　費 1人当たり

給与費(B/A)給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計(B)

19年度 207人 656,075千円 81,088千円 260,250千円 997,413千円 4,818千円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 229,650円 284,025円 313,571円

高校卒 198,175円 249,833円 293,050円

技能労務職 高校卒 175,525円 － 219,500円

区　分 6月期 12月期 計

期 末 手 当     1.4月分       1.6月分   3.0月分

勤 勉 手 当 0.75月分   0.75月分 1.5月分

区　　分 平 均 給 料 額 平 均 年 齢

一般行政職 292,400円 40.0歳

技能労務職 239,600円 50.9歳

区　分 平成18年度 平成19年度 平成20年度

ラスバイレス指数 89.9 90.1 90.4

町職員の給与等を
公表します。

　町では、町職員の給与と職員定員の管理について、町民の皆さんのご理解とご協力を得ながら、その適正化を
進めています。
　職員の給与などは、給与条例や町議会における予算の審議を通じて、すでに公表されていますが、町民の皆さ
んにより一層ご理解いただくため、現在の職員の給与と定員の管理の状況についてお知らせします。
　※その他の詳細な項目については、4月以降に町のホームページで公表します。

１．人件費 (普通会計決算) 人口は平成20年4月1日現在

※特別職及び公営企業等会計部門を除く。

※普通会計とは、一般会計に診療所会計を加えたものです。

※国の給料を100とした場合における美浜町の給料の指数

２．職員給与費 (普通会計決算)

６．平均給料月額及び平均年齢(平成20年4月1日現在)

５．学歴･経験年数別平均給与月額(平成20年4月1日現在)

７．期末・勤勉手当(平成20年度支給割合)

３．ラスパイレス指数

区　　分 一般行政職 技能労務職 医療職(三)

高校卒 140,100円 137,200円 －

短大3卒 － － 188,900円

大学卒 161,600円 － 198,300円

４．初任給

※短大3卒･･･3年生の短期大学の卒業者
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区　分 内　　容

扶養手当(月額)

配偶者　13,000円
配偶者以外1人目　6,500円(配偶者がいない場合は11,000円)
　　〃　　2人目以降　6,500円
※満16歳以上22歳までの子1人については、5,000円を加算。

住居手当(月額) 世帯主である職員に自宅の新築・購入から5年間2,500円
借家12,000円を超える家賃の額に応じ、最高27,000円まで

通勤手当(月額) 通勤距離2㎞以上で距離に応じて2,000円から24,500円まで

宿日直手当(1回) 4,200円

管理職手当(月額)
・課長級　39,700円～51,900円
・課長補佐･保育園長級　22,200円～31,700円
・保育園副園長　18,500円

区　分 町 　長 副 町 長 教 育 長 議　　長 副  議  長 議　員

給料･報酬月額 850,000円 670,000円 560,000円 300,000円 245,000円 235,000円

期末手当月数 3.3月分 3.1月分

区　分 職　員　数
対前年増減数

部　門 平成19年度 平成20年度

一

般

行

政

議　会 2 2
総　務 36 36
税　務 10 ９ ▲1
農　水 12 12
商　工 10 10
土　木 14 11 ▲3
民　生 73 68 ▲5
衛　生 16 16
小　計 173 164 ▲9

特
別
行
政

教　育 38 36 ▲2
警　察
消　防
小　計 38 36 ▲2

合　計 211 200 ▲11

公
営
企
業
等

病　院
水　道 5 5
交　通
下水道 6 6
その他 5 5
小　計 16 16

総　合　計 227 216 ▲11

区　分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

職　員　数 235人 232人 227人 216人

対前年増減数 ▲8 ▲3 ▲5 ▲11

期末手当は、給料･報酬月額に役職加算を乗じたものを基礎額とします。
※上記の公表金額は、税や各種保険料等を引く前の金額で、いわゆる手取り額ではありません。

※条例に定められている職員定数は250人

８．職員手当(平成20年度分)

10．年次別職員数(実績)

11．特別職の報酬等(平成20年度分)

９．部門別職員数(平成20年4月1日現在)
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※お問い合わせ先 町住民安全課(担当･田辺)☎32‐6703

始
め
ま
せ
ん
か
？

 　
　

さ
ん
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
っ
て

　
　

  
ご
存
知
で
す
か
？

　

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
と
は
、
環
境
の

こ
と
を
考
え
て
、
買
い
物
や
料
理
、

後
片
付
け
な
ど
を
す
る
こ
と
で
、
環

境
だ
け
で
な
く
健
康
や
経
費
の
節
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
紹

介
し
ま
す
。
自
分
に
で
き
る
エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
を
考
え
て
、
家
族
ぐ
る

み
で
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

○
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
は
買
わ
な
い
！

　

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
は
、
ま
ず
買
い

物
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

先
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
ゴ
ミ
減
量
化

の
た
め
に
、
買
い
物
を
す
る
時
に
は

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
過
剰
包
装

さ
れ
た
食
材
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
予
定
を
た
て

て
、
必
要
な
も
の
を
必
要
な
量
だ
け

買
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
食
材
は
地
元
の
旬
な
も
の
を
！

　

現
在
で
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
の

技
術
向
上
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
好

き
な
も
の
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り

○
食
材
を
上
手
に
使
い
切
り
ま
し
ょ
う

　

食
材
を
で
き
る
だ
け
ゴ
ミ
と
し
て

捨
て
な
い
よ
う
、
調
理
方
法
を
工
夫

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
食

材
を
洗
う
前
に
野
菜
く
ず
な
ど
を
切

り
分
け
る
こ
と
で
、
生
ゴ
ミ
の
腐
敗

防
止
に
な
り
ま
す
。
余
っ
た
食
材
や
料

理
を
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る
場
合
で
も
賞

味
期
限
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

○
環
境
に
や
さ
し
い
石
鹸
洗
剤
を

　

食
器
な
ど
を
洗
う
場
合
に
は
、
動

植
物
の
天
然
油
脂
で
で
き
た
石
鹸

洗
剤
を
な
る
べ
く
使
用
し
、
石
油
か

ら
で
き
た
合
成
洗
剤
の
使
用
を
控
え

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
合
成
洗
剤
の
混

　
　

 

浜
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会

　
　

 

議
で
は
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
と

し
て
余
っ
た
食
材
を
使
っ
た
調
理
実

習
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
色
々
な
レ
シ
ピ
も
作
成

し
、
普
及
啓
発
を
行
な
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

ペットボトルのキャップをワクチンに！

　　  コキャップ推進協会では、可燃
　　 ゴミとして捨てられるペットボトルのキャッ
プを回収し、病気で苦しむ世界の子どもたちへの
ポリオワクチンとして役立てる活動を行なってい
ます。
　現在、町内でも多くの学校や企業などで回収運
動が行なわれていますが、この度、町住民安全課
と町社会福祉協議会(はあとぴあ内)でもキャップ回
収箱を設置しました。
　ゴミの有効活用と減量化に向けて、最寄りの回
収機関にキャップを提供していただきますよう、
ご協力をお願いします。

○キャップ400個を焼却処分すると約3 kgのCO  が
　排出されます。
○キャップ400個が10円に換算され、20円で1人
　の子どもの命が救われます。
○現在では約3億9千万個のエコキャップがワクチ
　ンとして役立てられています。

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

皆

美

食
材
を
買
う
と
き

Ｐoint ①

料
理
を
す
る
と
き

Ｐoint ②

後
片
付
け
の
と
き

Ｐoint ③
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
の
産
物
に

比
べ
て
こ
の
よ
う
な
食
材
は
、
運
送

や
栽
培
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。「
地
産
地
消
」と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
地
元
で
と
れ
た
旬

の
食
材
を
購
入
す
る
こ
と
は
新
鮮
で

健
康
に
も
よ
く
、
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

ざ
っ
た
排
水
は
、
河
川
や
湖
な
ど
美

し
い
自
然
が
汚
れ
る
原
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
油
分
の
多
い
も
の
か
ら
洗
っ

た
り
、
い
ら
な
い
紙
や
布
で
油
分
を
拭

き
取
っ
て
か
ら
洗
う
こ
と
も
節
水
や
洗

う
手
間
の
節
減
に
な
り
ま
す
。

2

エ

10品を料理して出た生ゴミはわずか10ｇ！
(エコクッキング研修会)

エコキャップを回収します


